『太平洋艦隊ドラマ劇場が賞とともに日本から帰国』
2010年11月10日　ウラジオストクニュース（インターネット版）
太平洋艦隊ドラマ劇場は、国際演劇祭が行われていた日本の島根県八雲町から帰国した。同劇場の「鉄道ポイントマン」は最優秀技術賞を受賞し、また、ナターリア・ボイニックは最優秀助演女優賞を受賞した。
同劇団監督のスタニスラフ・マリツェフ「それはすばらしい旅でした。ブルガリア、イタリア、オランダの劇団の仲間と個人的に知り合う機会を得て、一緒にご飯も食べました。特に、ブルガリアのクレドシアターが特別公演として披露したゴーゴリの「外套」は素晴らしかった。我々は「鉄道ポイントマン」を２回演じました。１回目は演劇祭の前に滞在した江津市の市民センターで。江津市では日露戦争時に日本人によって救助されたロシア船「イルティッシュ」号の慰霊碑を訪ねました。2回目は八雲国際演劇祭で。実は、我々の演劇をもう一度見るためにわざわざ江津から駆けつけてくれた人が何人もいて、感激しました。」
『太平洋艦隊ドラマ劇場は日本の国際演劇祭で２つの賞を獲得』
2010年11月16日　太平洋国営テレビ・ラジオ局（リュボーフ・ベルチャンスカヤ記者）
太平洋艦隊ドラマ劇場は日本の国際演劇祭で２つの賞を獲得した。「鉄道ポイントマン」は最優秀技術賞を受賞し、また、ナターリア・ボイニックは最優秀助演女優賞を受賞した。
劇団員たちは、江津でのホームステイ先の家族を「私たちの日本のお父さん、お母さん」と名づけた。劇団員たちは、ステイ先での注意深く行き届いた心遣いに感銘を受けた。江津の人々は、市民センターで「鉄道ポイントマン」を見て、さらにもう一度見るために、演劇祭が行われた八雲を訪れた。演目は主催者の考えにとても近いものであった。
同劇団監督のスタニスラフ・マリツェフ「我々の演目は、八雲と同じように小さな町の人たちの物語です。彼らは列車を眺めながら、大きな街に行くことを夢見ています。しかし、彼らが暮らす小さな町にも、身近に愛があり、また友達がいることに気がつきます。」
これまでの１２年間の八雲国際演劇祭の歴史において、はじめてロシアの劇団が参加した。太平洋艦隊ドラマ劇場は最初の参加者として成功を収めた。「鉄道ポイントマン」は最優秀技術賞を受賞した。この賞は、演劇祭の主要な賞のうちの一つで、舞台装飾術、音響表現、演劇効果を評価するものである。
「鉄道ポイントマン」監督ロマン・コロトゥーヒン「誰にもわかりやすいように、演目は言葉を発しないパントマイム劇としました。それでも外国の方々にどのくらい理解できるのか、確かめてみたいと思いました。しいの実シアターでは、様々な国の人たちが同じように反応していたので、理解されているようでした。終わった後、皆さんが私や俳優を祝福してくれたので、本当にうれしかったです。」
太平洋艦隊ドラマ劇場女優ナターリア・ボイニック「観客はとても近くに座っていました。観客の眼の動きまで見ることができたので、私たちは皆さんのリアクションを感じるように努めました。皆、注意深く見て聞いていました。全然邪魔になりませんでした。」

ナターリア・ボイニックの演じた「おさげ髪の少女」は、夢の体現、愛のシンボルである。彼女は、アメリカ、カナダ、ブルガリア、スロバキア、イタリア、ルーマニアの同僚を押さえ、最優秀助演女優賞を受賞した。
スタニスラフ・マリツェフ「ウェルカムパーティーでは、なんとなく緊張した空気が漂っていました。私たちは、皆が知り合い、仲良くなるようにパーティーを盛り上げました。そのためか、我々が演劇祭を離れるとき、『演劇祭の魂が去ってしまう』と皆が悲しみました。」

こういう称号は大変価値のあるものである。太平洋艦隊ドラマ劇場の新たな国際的な出会いの証拠でもある。
